
2006年度
第1～第3四半期累計

（単位：億円） 第1四半期 第2四半期 第3四半期 増減 達成率

売 上 高 (*1) 48,773 49,584 54,677 153,034 139,294 13,740  200,000 77% 

売 上 総 利 益 2,879 2,780 2,875 8,534 7,727 807  a 11,500 74% 

販売費及び一般管理費 ▲1,796 ▲1,791 ▲1,861 ▲5,448 ▲5,151 ▲297 b ▲7,550 72% 

貸倒引当金繰入額 2 ▲24 2 ▲20 ▲18 ▲2 ▲50 40% 

営 業 利 益 (*1) 1,085 965 1,016 3,066 2,558 508 3,900 79% 

利息（受取利息差引後） ▲27 ▲31 ▲35 ▲93 ▲21 ▲72 ▲220 42% 

受 取 配 当 金 205 445 373 1,023 464 559 1,120 91% 

有 価 証 券 損 益 539 23 230 792 263 529 d

固 定 資 産 損 益 19 ▲9 19 29 51 ▲22 e

そ の 他 の 損 益 ▲59 ▲4 ▲23 ▲86 212 ▲298 f

税 引 前 利 益 1,762 1,389 1,580 4,731 3,527 1,204 5,400 88% 

法 人 税 等 ▲703 ▲513 ▲744 ▲1,960 ▲1,341 ▲619 ▲2,300 85% 

少 数 株 主 持 分 ▲95 ▲111 ▲118 ▲324 ▲256 ▲68 ▲450 72% 

持分法による投資損益 280 339 426 1,045 870 175  g 1,350 77% 

当 期 純 利 益 1,244 1,104 1,144 3,492 2,800 692  4,000 87% 

基 礎 収 益 (*2) 1,541 1,742 1,778 5,061 3,889 1,172  6,200 82% 

(*2)基礎収益＝営業利益（貸倒引当金繰入額控除前）＋利息収支＋受取配当金＋持分法による投資損益

増減 当期末比

総 資 産 104,112 7,655 h 113,000 1,233 

株 主 資 本 23,793 3,431 i 26,500 ▲724 

有利子負債  GROSS(*3) 38,026 1,307 41,000 1,667 

有利子負債  NET(*3) 31,487 ▲127 34,000 2,640 

（有利子負債倍率GROSS） (1.6倍) （▲0.2倍) (1.5倍) (0.1倍) 

（有利子負債倍率NET） (1.3倍) （▲0.1倍)  (1.3倍) (0.1倍) 

前年同期比の増減
（第1～第3四半期累計）

2006年3月末

2005年度
第１～第3四半期累計

2006年度業績見通し

２００６年度第３四半期連結決算（米国基準）

2006年12月末
2007年3月末見通し
（上期決算公表時）

600 

(*3)有利子負債には「FAS133適用による影響額」を含めておりません。

111,767    

27,224    

39,333    

(1.4倍)   

31,360    

2006年3月末比の増減

123% 

(*1)売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。
     なお、EITF第99-19号に従って収益を表示すると、2006年度第3四半期累計は3兆7,993億円、前年同期は3兆5,000億円となります。

(1.2倍)   

損益の状況

資産と負債の状況

【主要指標推移】       2006年度            2005年度
                   第3四半期（平均）   第3四半期（平均）    増      減
  油価（USD/BBL）      62.7             52.0              10.7  (  21%の上昇)
  為替（YEN/USD）     116.2            112.0               4.2  (   4%の円安)
  金利（%)TIBOR        0.38             0.09              0.29  ( 322%の上昇)

10％の増益

20％の増益

25％の増益

<参考数値>

【参考数値について】
  *2 基礎収益     ：当社の収益力を測るため、経常的に発
                  生する損益項目を集計した参考値。
  *3 有利子負債： BSに計上された有利子負債勘定のうち

                 実際に当社に返済義務のある調達資金
                 に限定した参考値。

２００７年１月３１日
（三菱商事株式会社）

a.【売上総利益】
金属資源価格の上昇により資源関
連子会社が好調だったことに加え、
新規連結会社などの影響により、売
上総利益は前年同期比10％の増
益となった。

b.【販管費】
新規連結などを通じた事業拡大に
より販管費は増加した。

c.【金融収支】
資源関連の受取配当金が増加した
ことから、金融収支は改善した。

d.【有価証券損益】
上場有価証券評価損    ▲13
不良資産償却関連損失  ＋22
その他株式売却損益等 ＋520
   [うちﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｼﾃｨ株式売却益＋438]

e.【固定資産損益】
前年同期に発生した固定資産売却
益の反動により減少した。

f.【その他の損益】
海外子会社で為替差損益が悪化し
たことなどにより悪化した。

g.【持分法投資損益】
主に海外資源関連の業績好調によ
り増加。

h.【総資産】
堅調な営業活動を背景とした営業
債権の積み増しに加え、新規投資
実行、株式含み益増加などによる投
資残高の増加。

ｉ.【株主資本】
主に当期純利益の積上がりによるも
の。

c


